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強
珊

虞
告
輔
論

t
ル
の
枇
曾
事
概
念
・

露
西
亜
の
新
経
済
政
策
ご
農
業
・
教
授
法
串
博
ナ

土
佐
の
百
姓
一
撲
・
・
・
・
・
・
教
授
紐

Z
Z

聴

問

捨

刷

支
那
問
題
管
見
・

-
-
-
E
E
-
-
-
政
技
法
事
一
同
オ

埠肱

聾

教
授
法
皐
博
i
T

講
師
丈
酎
四
千
博
士

苑

プ
ル
ゲ
ン
氏
自
諸
枇
曾
主
義
評
論
・
霊
山
法
串
博
士

琉
球
の
鹿
長
役
以
後
・
・
・
・
・
・
敬
授
法
串
博
士

雑

録

日
銀
指
蚊
利
用
の
一
指
標

伊
太
利
の
リ
ラ
貨
引
上
策
に
つ
い
1
目
-
-
空
間
単
士

民
週
期
景
試
循
環
に
附
す
る
一
研
究
・
-
鶴
湾
皿
工

梅
雨
考
・
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
敬
授
法
事
博
士

講
師
粧
附
田
平
士

積

• 
ー

神

戸

正

雄

米
田
庄
太
郎

河

田

嗣

耶

黒

正

巌

末

麗

重

雄

田

島

錦

治

山
本
美
越
乃
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tA
ヨ
!
大
場
の
同
ozι
日
民
員
数
授
は
は
耶
近
t

〉

?

の
庄
司
自
同
印
0
比
包
三
回
目

R
E沖

Eι
凹
O
N
H
巴唱。-日

Er--
誌

一
に

E
U
r
-
E
H
m
g
d〈
色
自

ι耳
目
向
。
ロ
}
ロ
ロ
存

ct，
を
H常

一
り
に
し

τ
ゐ
品
。
且
品
集
循
環
に
閲
す
る
一
研
究

t
L
て

一
注
目
す
ぺ
き
論
文
で
あ
る
。

-
殻
気
循
環
論
な
る
も
の
は
艇
憐
県
史
上
可
な
り
古
き

一
日
歴
史
を
有
し

τゐ
る
。
併
し
経
務
事
畿
遣
の
初
期
に
於

一
て
は
、
且
品
集
循
環
中
恐
慌
り
み
が
専
ら
皐
者
の
注
意
を

惹
量
、
恐
慌
以
外
の
時
期
は
殆
ん
Y
」願

ιれ
な
か
っ

口
。
近
時
に
及
ん
で
、
且
品
集
循
環
の
会
池
枝
を
考
察
の

長
遡
期
景
気
循
環
に
閲
す
る

一
研
究

~j 

太

自11

問
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勢
象
ご
し
、
そ
の
規
則
性
並
に
週
期
を
確
時
、
進
ん
で

賂
来

ω
景
気
謙
想
L
Z

可
絡
な
ら

L
め
ん
ご
す
る
研
究

が
、
制
剛
〈
盛
己
な
っ
た
。
而
し
て
そ
の
研
究
は
儒
糖
統

計

ω提
供
す
る
材
料
を
基
礎
正
す
る
の
が
普
通
℃
あ
っ

て
、
経
済
統
計
り
賃
要
な
る
一
路
川
部
門

t
見
倣
L
得

る
の
で
あ
る
o
h
r
、
る
闘
相
究
は
北
米
合
衆
闘
に
最
も
盛

で
あ
る
が
刊
英
獅
そ
の
他
に
も
見
る
ぺ
き
も
の
あ
h
、

本
邦
じ
於
て
も
-
次
第
仁
多
き
を
加
へ

τ茶
花
。

景
気
循
環
論
に
岡
崎
す
る
諸
問
題
的
内
、
週
期
は
最
も

重
要
な
も
の
、
一
で
め
る
。
従
来
普
通
の
見
解
に
依
れ

ば
、
先
づ
姐
則
の
有
無
仁
よ
っ
て
問
中
な
る
景
気
設
動
ご

景
気
循
環
正
を
分
も
、
次
に
遡
期

ω如
何
に
よ
っ

τ景

気
循
環
合
真
に
季
節
的
過
勤
己
狭
義
内
最
筑
術
旋
ご
の

二
に
碩
別
す
る
。
而
し
て
狭
義
の
提
出
品
循
環
は
大
凡
十

年
を
遡
期
正
す
る
色
の
さ
見
る
の
で
あ
る
。

之
に
謝
し
、
近
附

H
Q
n
F
E
4
は
約
三
年
午
を
迦
期

芭
す
る
赴
布
地
術
毅
伝
説
き
・
設
に
紹
介
せ
'
ん
さ
す
る

同
o
E
E
Z
O『
は
約
五
十
年
を
遡
州
畑
正
す
る
且
品
集
循
破
ゐ

b
Z
諭
す
る
の
で
ゐ
る
。

同
O
E
E昨
日
時
は
先
つ
資
本
主
義
的
組
織
を
採
る
椛
憐

雑

韓

長
迦
則
昔
祇
制
捜
に
闘
す
る
一
研
究

枇
曾
の
援
動
が
極
め
て
複
雑
な
も
の
で
む
っ
て
、
従
来

設
配
れ
て
来
れ
九
七
乃
至
十
一
年
を
週
期
ご
す
る
長
気
循

環
以
外
・
別
に
長
銀
祁
々
の
景
気
循
環
が
存
在
す
る
こ

正
を
遁
べ
、
次
に
・
回
れ
ま
で
景
気
後
動
的
軍
な
る
傾
向

(
耳
邑
)
ご
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
、
巾
に
、
長
過
期

の
反
試
掘
m
環
M
r

存
在
す
る
こ
ご
を
論
越
し
・
且
つ
長
週

期
最
気
循
濃
り
性
質
-
M
t

略
記

L
τ
ゐ
品
。
研
究
方
法
己

し

τ外
国
初
抽
出
方
法
を
用
ふ
る
が
放
に
、
調
ふ
所

ω
長

週
矧
恭
一
以
循
環
の
意
義
に
就
い

τは
周
密
な
る
吟
味
を

要
す
る
げ
れ
Y
」
も
、
そ
の
研
究
は
景
気
設
勤
乃
至
は
経

憐
畿
遣
の
賞
悩
を
理
解
す
る
に
嘗
っ
て
、
重
要
な
一

見
解
た
る
を
火
は
な
い
。
依
つ

T
以
下
順
を
返
っ
て

問
。
昆
E
Z
O同
.
の
所
説
を
山
慨
す
る
-
』
言
、
す
る
。

-一

景
気
循
環
に
長
越
期
を
有
す
る
も
の
が
存
在
す
る
か

否
か
を
明
に
せ
ん
ご
す
る
研
究
に
は
、
現
在
大
い
な
る

陣
害
が
ゐ
る
。
第
一
に
研
究

ω性
従
上
長
期
間
に
亘
る

槻
袋
を
必
要
記
す
る
に
拘
ら
歩
、
信
用
す
る
に
足
る
材

料
、
同
質
性
比
岐
性
を
有
す
る
現
象
は
、
十
人
世
紀
の

末
工
業
的
資
本
主
義
勃
興
以
後
に
得
ら
れ
る
の
み
で
ゐ

第
二
十
円
容

五
九
五

第

捜

宜

Babson; Bllsiness BarometerS. Mitchel; _Business Cycles. Moore; Eco 
nOnllC Cycles. Person!>: The Prob'em of Busint!ss F-orec九stin日
E静岡串士.財界串附部博士・組桝循環J9J諭(臨済論議第λ巷)、耐回Il'士，問
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雑

長
越
期
最
製
循
環
に
闘
す
る
一
研
究

第
二
十
回
を

五
九
六

第
三
脱

まI

紘

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

る
o
第
二
に
十
人
世
紀
末
以
後
に
於
て
も
、
十
九
世
紀
用
ひ
る
正

τれ
ば
、
長
越
期
循
裁
は
金
〈
現
れ
な
い

中
葉
ま
で
に
は
、
資
料
の
繰
り
て
ゐ
る
時
期
M
ゐ
る
か
、
戒
は
現
は

μ
て
も
樋
的

τ不
明
版
記
な
る
o

依
に

か
ら
、
資
料
的
蒐
集
完
全
い
ゆ
る
を
得
弘
い
。
そ
の
結
川
市
一
資
料
を
池
宮
に
成
廻
す
る
要
が
ゐ
品
。

比
較
的
信
用
す
べ
き
英
仰

ω資
糾
を
ま
正
し
て
周
ひ
一
号
の
手
段
正
し
吋
第
一
に
用
ふ
べ
き
は
人
口
で
除
算

た

。

一

す

る

こ

正

で

ゐ

る

叫

こ

れ

人

口

で

除

算

す

れ

ば

、

枇

曾

究
に
研
究
方
法
に
移
る
u

続
務
的
事
貨
は
品
世
励
の
娘
一
の
異

ω品
開
化
M
Z

現
は
す
曲
線
を
一
層
詳
密
に
規
定
す
る

様
に
よ
り
R

す
っ
て
ニ
同
額
正
す
る
。
一
は
随
時

ω動
綿
一
を
得
る
己
共
に
、
働
岡

ω
如
く
観
察
期
間
中
に
国
土

ω

以
外
に
上
昇
又
は
下
降
内
傾
向
を
有
し
な
い
(
少
〈
正
一
康
狭
を
生
じ
た
場
合
に
も
そ
の
資
料
に
比
縦
性
を
賦
奥

も
槻
察
期
聞
を
通
じ
て
)
事
貨
で
、
商
品

ω倒
格
弘
之
一
す
る
か
ら
で
ゐ
品
。
併
し
な
が
ら
根
本
資
料
を
人
日
で

に
厨
す
る
o

ニ
の
純
り
事
質
に
闘
し
て
は
分
析
な
る
統
一
除
算
し
て
得
ら
れ
る
系
列
も
未
に
純
粋
℃
は
な
い
。
郎

計
剛
宇
上
最
も
基
本
的
な
方
法
令
用
ひ
る
。
一
も
そ

ω系
列

u
・
一
定
泌
一
民
池
有
す
る
畿
一
脱

ω
一
般
的

他
は
此
品
目
純
済
生
活

ω規
模
が
一
般
的
に
段
化
す
る
十
傾
向
(
所
制
自
の
巳

R
5
-己
)JC
・
此
り
後
民

ω加
速
度

の
正
附
漣

L
τ
、
例
々
の
設
動
以
外
に
一
定
み
向
へ
一
♂
の
二
裂
素
を
A
W
ん
で
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
る
o

長
週
則

ω

(
遁
郡
上
へ

)ω
傾
向
々
有
す
る
事
府
民
で
ゐ
る
Q

之
に
踊
一
最
配
地
循
裁
を
朋
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
・
原
系
列
を
人

す
る
も
の
は
頁
じ
、
一
一
ト
純
附
個
併
用
な
事
賞
、
例
へ
ば
交
十
日
で
除
算
し
た
上
に
、
向
ほ
一
般
的
傾
向
的
影
響
と
市

本
利
子
・
努
時
銀
行
預
金
.
に
倒
飾
的
な
ご
同
時
に
一
去
し
な
り
れ
は
な
ら
ぬ
o

か
う
。
彪
理
を
施
し
て
後
始

自
然
的
な
市
中
賞
、
例
へ
ば
償
給
で
表
示
さ
れ
た
外
国
民
一
め
て
得
ら
れ
る
系
列
を
、
原
系
列
に
封
L
て
理
論
的
系

易
額
、
日
金
然
向
然
的
な
事
賞
、
例
へ
ば
工
業
的
生
産
一
一
列
ピ
稀
す
る
Q

或
JU
一
副
繭
投
開
載
り
た
め
仁
す
る
支
出
.
の
三
和
に
以
上

ω方
法
仁
よ
h'
理
論
的
系
列
を
畿
見

L
た
上

分
れ
る
o

こ
の
和
事
質
に
闘
す
る
統
計
資
料
を
共
の
俄
で
、
各
年
の
原
系
列
ご
理
論
的
系
列
ピ
の
閉
じ
生
じ
る

Sttlti叫出 Vul.V.， N. 1. "p3) 
ÍI~ 論資本不l子、物閥、持民会事にヲVて此白手掛を施す由は不可能で.あリ、同
時 lご不島国てあるo
P"'cn.~n;; A~ -fnde" of general bnsiness conditions(Re.view _of. eC~)ß?mic 
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歪
h
z
決
定
す
る
o

年
々
の
主
を
示
す
座
標
合
連
結
す
る

ご
き
は
、
一
の
曲
線
セ
得
品
。
此
り
山
総
は
各
系
列
俊

展
越
川
民
的
鎚
化
を
現
U
す
ニ
ピ
、
な
る
。
も

L
あ
る
系

列
の
一
般
的
傾
向
が
一
定
り
方
向
(
辿
祁
上
向
)
を
布

L
、
且
つ
循
環
が
存
在
し
な
け
れ
ば
.
後
胤
速
度
り
品
盟

化
換
言
す
れ
ば
加
速
度
は
、
一
の
後
量
ど
な
。
、
景
気

の
幾
化
を
反
映
す
る
。
従
っ
て
E
E
辿
期
の
心
持
否
を
確
め

る
に
め
に
は
、
此
山
り
歪
り
系
列
を
検
す
れ
ば
よ
い
詩
で

あ
る
。但し
・

此
り
系
列
じ
は
巨
民
地
期
的
み
な
ら
守
、
中
成

は
短
遡
湖
循
環
乃
至
は
偶
然
的
な
繭
出
動
(
も
し
ゐ

b
正

す
れ
ば
「
ま
で
も
合
ま

μ
る
o

従
ソ
て
長
川
四
期
の
長
訴

循
環
の
み
を
明
に
す
る
た
め
、
九
年
間
山
移
動
平
均
を

用
ひ
る
。
蓋
し
、
こ
れ
に
よ
っ

τ卒
均
九
年
や
週

M
ご

す
る
中
迎
矧
循
環
り
影
響
を
排
除
す
る
ご
共
に
、
短
旭

期
循
環
及
び
偶
後
的
使
動

ω影
響
を
も
消
去
し
得
る
か

ら
で
あ
る
。

準
、上

雌(二)逃
資り
本方三
和;Ji安
長子に
哩よ

事(云)iJ
親宵肘
循貨
車、宮

品(四)直
子~ト Er
る闘吋

面署内
額(ー)
、物

(玉)r同
石水

錐

晶
体
の
生
産
額
及
び
消
費
額
、
六
織
及
び
鉛

ω産
額
、
以

上
の
六
事
前
引
に
就
き
長
迦
則
術
毅
り
存
在
を
確
仙
て
、

六
仰
山
結
論
を
得
て
ゐ
る
。

一
、
十
八
世
紀
末
以
来
凶
右
耕
質
的
抗
出
動
以
長
池
期

循
環
的
存
在
す
る
こ
子
宮
一
不
す
。
こ
の
循
環
が
周
ひ
た

研
究
方
法
に
仲
ふ
制
緩
的
結
果
で
な
い
ニ
ご
は
、
比
較

的
に
軍
要
な
叫
・
封

ω
循
環
が
略
々
同
一
週
期
を
有
す
る

じ
よ
っ
て
明
白
で
ゐ
る
。

一
一
、
上
引
又
は
下
降
り
一
般
的
側
向
含
有
し
な
い
事

質
(
例
へ
ば
物
師
恨
の
如
き

)ω
長
迦
期
循
環
は
波
紋
ゆ
上

下
正
な
り
、
が
、
る
傾
向
を
具
ふ
る
事
-R
り
そ
れ
は
.

上
昇
(
叉
川
下
降
)
速
度

ω埼
減
正
な
っ
て
ゐ
る
。

三
、
各
市
干
貨

ω長
池
川
循
環
は
み
一
然
己
云
ひ
得
な
い

ま
で
も
、
衣
表
川
町
示
す
が
如
(
仁
、
著
し
い
一
致
を
示

し
て
ゐ
る
。

-1-d-
--L一也竺l

:i二幅

部
一
術
現

停
ニ
削
減

2主

岡

v' 

司E

J¥: 

l~ f'品
圃
般

物

之監

第
二
十
四
巻

五
九
七
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腕
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雑

T
設

本

利

子

一

丁
手
形
h
勘
町
一

す

貯

暫

預

A

帽一

τ決
坑
夫
自
捗
賃
一

τ輸
入

↓

す

輸

血

す
外
闘
貿
易
楓
制
一

子
石
山
疏
消
費
制
一

市
川
燕
必
栽
崎
一
同
制
一

一

英

国

一

一i

一

般

物

価

一

百
資
本
利
子
一

「
農
業
捗
働
者
一

づ

仕

官

官

一

正
織
物
ユ
の
勢
箇
一

百
外
岡
貿
易
一

百
石
炭
直
樹
一

す
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ME
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t
o

他
り
年
り

は
b
-
R
あ

て
谷
五
時

い
ワ

λ
ワ

ヲ
一
一
一

に
今
市
A
f

摘
に
及
に

而
年
年
年

埼
京
七
一

教
ニ
二
一
八

磁
書
八
八
八

栴
菰
一
一
一

四
、
長
遡
川
州
景
気
循
環
に
つ
き
、
越
化
時
貼

ω精申輯
9

な
測
定
ヤ
断
念
し
、
五
l
七
年
の
浪
差
を
許
容
す
る
ご

循
濃
山
限
界
は
大
約
衣

ω如
〈
で
あ
る
。
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期
循
環
を
認
め
得
ゐ
り
れ
ど
も
、
あ
-
ら
ゆ
る
事
賞
に
つ

き
長
遡
期
循
環
ゐ
b

z
は
云
ひ
得
な
い
。
か
、
土
循
環

を
有
し
な
い
例
に
は
、
備
闘
に
於
る
棉
花
消
費
量
、
北

米
合
衆
園
仁
於
る
羊
毛
及
び
砂
糖

ω産
額
是
の
他
が

あ
る
。刻
、
上
仁
明
に
し
た
重
要
経
済
事
質
的
長
越
期
循
環

は
肱
際
的
日
現
象
で
あ
っ
て
、
欧
洲
に
於
る
諸
資
本
主

義
国
家
聞
に
ゐ
つ
て
は
循
環
の
期
間
も
よ
〈
一
致

L
て

ゐ
る
。

四

省
の
結
論
は
資
本
主
義
的
経
糖
生
活
幾
動
の
特
徴
を

構
成
す
る
統
計
的
系
列
の
酬
究
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で

あ
る
。他
而
史
料
を
基
礎
ご

L
て
経
済
生
活
枇
曾
生
活
一
般

に
闘
し
長
越
期
訟
を
建
て
る
ニ

Z
も
可
能
で
あ
る
。
史

料

ω吟
味
等
は
之
を
後
日
に
譲
b
・
此
の
裁
の
要
旨
中

長
週
間
循
環
的
存
在
を
詮
L
、
そ
の
刑
曾
史
綬
掛
史
に

於

τ有
す
る
意
義
を
明
に
す
a
Q

も
の
若
干
を
選
ん
で
、

以
下
に
時
設
す
る
。

↓
、
現
質
に
は
長
沼
期
段
気
循
環
は
中
週
期
景
気
循

雑

鍬

長
週
期
最
鯨
循
識
に
闘
す
る
一
研
究

環
Z
合
し
て
一
越
勤
を
成
す
。
併
し
中
週
期
循
環
は
長

週
期
循
環
内
存
在
す
る
が
に
め
に
、
一
定

ω歪
を
受
け

る
。
軒
先

ω結
川
市
じ
よ
る
に
、
長
遡
期
循
環

ω上
昇
期

に
は
中
遡
削
循
環
中
乍
好
況
の
年
が
多
〈
、
下
降
期
仁

は
不
況
の
年
が
多
い
。

コ
、
長
遡
期
循
環
の
下
降
期
に
は
、
農
業
が
顕
著
な

且
つ
永
続
す
る
不
況
に
襲
は
れ
る
の
を
例
ご
す
る
。
奈

破
街
戦
後
、
」
八
七

0
年
代
の
始
、
這
般
の
大
戦
後
、

何
れ
も
然
b
J
O

ョ
、
長
遡
期
循
環
の
下
降
期
中
に
は
、
生
産
手
段
交

通
手
段
仁
闘
す
る
擬
明
後
見
が
特
仁
多
V
o

而
し
て
そ

の
結
川
市
は
次
の
上
昇
期
に
至
b
始
め
て
賞
用
化
せ
ら
れ

る
の
で
ゐ
る
。

剛
、
上
昇
期
の
始
に
は
、
金
の
車
問
額
が
増
加
し
、
又

新
地
方
特
に
椀
民
地
が
世
界
的
経
済
交
通
に
参
加
す
る

に
め
、
世
削
伊
市
抑
制
の
繍
大
を
見
る
の
が
慌
で
あ
る
。

日
・
重
要
に
し
て
し
か
も
大
規
模
な
職
守
又
は
枇
曾

的
制
争
は
、
多
〈
長
週
期
且
品
集
循
説
中
の
上
昇
期
に
生

じ
る
。
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五
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五
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調t

銑

統
計
荷
穂
抄

彼
は
引
続
い
て
長
遡
州
最
気
循
環
が
中
迎
期
の
そ
れ

に
劣
ら
な
い
規
則
性
含
有
す
る

--t
を
力
説
L
、
日
制
後

に
、
長
遡
矧
品
品
集
循
裁
が
資
本
主
義
に
内
在
せ
る
似
闘

に
基
h
r
A
V

し
て
外
部
山
偶
然
的
訓
怖
に
困
す
ピ
考
へ
る
一

見
解
に
封
L
、
か
、
る
税
制
肝
は
因
川
市
の
賄
側
又
は
必
然
一

を
偶
然
正
見
る
よ
h
来
る
正

τ、
一
々
例
一
不
の
上
自
説
↑

を

擁

健

し

て

ゐ

る

。
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